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取組 成果 取組 成果

①個々でやりきれない仕事をチーム清水北野小として助け合いより
よい北野小になっていくことを期待する。②学年ごとに授業内容や
先生の対応なども違ってくるのでしかたがないと思うが、長期の休み
などで勤務時間を調整できればと思う。③先日は消防訓練で地域
の消防団の方々から消防に関する学習をしていただき、子供も嬉し
そうに学んだことを披露してくれた。大変ありがたいことなので、今後
も続けてもらいたい。④教員の業務の改善は必要である。⑤直接子
どもと関わらない部分でも上手にサポート隊も使ってみることも事務
局を相談してもよい。⑥教職員の努力だけでは解決できないのでは
ないか？行政にもしっかり対応してほしい。⑦今後地域の方々との
協働した学習が発展していくことを期待する。

児童も教員も地域との関わりを深める。 ・児童の地域行事参加推奨や地域学習
を１年を通じて行い、地域との関わりを活
性化する。

・学校の教育活動において、地域の
方々と協働した地域学習を学期に１回
以上行う。
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○農園活動やJA青壮年部との連携、まち探検、消防団などのゲスト
ティーチャーの招へいといった教育活動が定着している。こうした活
動を踏まえ、学校や地域の歴史や魅力を発信する取組にもつなげ
ていく。

・月1回以上の定時退勤日の設定と1日
30分の勤務時間減を推進する。
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○表面的な勤務時間の削減ではなく、子どもたちのために必要な
教育活動の充実を図りつつ、活動の整理、深化、統合を意識した教
育課程の見直しを推進する。
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○スポーツ志向の醸成（令和４年度においては、都教委「子どもを
笑顔にするプロジェクト」の活用）や、ボランティアマインドの育成を
北野小学校の学校レガシーとして定着させていく。
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１．教職員のライフ・ワークバランス
の推進

２．地域行事等への参加

１　各校の主な取組
　　　・定時退勤日の設定
　　　・１日３０分の実質の勤務時間減の努力
　　　・部活動顧問の複数配置と定期試験週間の休暇促進
　　　・長期休業中の休暇取得促進
　　　・毎月の教職員一人ひとりの超過勤務時間の確認
　　　・個別に教職員の状況確認
　　  ・年次休暇の消化促進
　少しずつではあるが教職員の在校時間は減ってきている。教
職員が仕事を効率的に行い、ライフ・ワークバランスを推進しよう
とする意識は高くなっている。

２  地域行事は徐々に復活し、児童・生徒、保護者、教職員の
参加も増加してきている。

1　各校で工夫した取組を実施し、効果は出ているが時間外に
仕事することが多い現状は続いている。各校の取組や成果を共
有し、さらに校務改善を推進する。また教職員一人ひとりのライ
フ・ワークバランスの意識をさらに高めていく。

２　地域行事に多くの児童・生徒が参加できるＰＲ活動を行い、
地域への貢献に繋げていきたい。また、スクール・コミュニティの
観点から、保護者だけでなく地域の大人が、学校に集える企画
を行い、実践していきたい。
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教職員が自らにライフワークバランスを
整えることを推進する。

・校務の見直しやスクールサポートスタッ
フの活用などにより、働き方改革を推進
する。
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○JA青壮年部、日本女子体育大学等と連携した教育活動を推進
し、次年度以降の教育課程への位置付けを確実なものとしていく。

①地の利を生かして、連携の機会を沢山設けてほしい。②JAや日
本女子体育大学の子供と年のちがう学生が授業をしてくれるのは子
供たちにとっても楽しいと思う。③国語の授業でパラリンピックの話を
学んで、子供なりにその意義を学んでいるようだ。よい経験になって
いる。④プロの方を招待して実際に技を見ると、興味も増すので良
いと思う。⑤スポーツ志向の醸成やボランティアマインドの育成が定
着するよう期待している。

オリンピック・パラリンピック教育の継続。 ・全学年でオリンピックレガシーが継承さ
れるような活動を行う。

・３年生以上でオリパラに関わる授業を
行う。
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○農園活動を計画的に実施している。必要に応じてサポート隊と連
携を図り、児童の安全確保と地域人財同士の交流にもつなげてい
る。
○給食だよりの内容改善、給食室クラスルームを活用した食育の推
進など、児童が日常的に食と健康を意識できるようにしている。
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１．特色あるキャリアアントレプレ
ナーシップ教育
２．オリンピック・パラリンピック教育
レガシーの継続等

１．JA青壮年部や地域の企業、大学等との連携により、中学校
だけでなく小学校においてもアントレプレナーシップを意識した
地域学習を行うことができた。

２．第六中学校の２年間の人権教育の研究成果を生かし、様々
な教科や活動、行事においてオリンピック・パラリンピック教育レ
ガシーを意識した取り組みを進めることができた。

１．学園の教育活動に関わっていただける地域人財をさらに増
やし、効果的で持続可能なキャリア・アントレプレナーシップ教
育を推進していくこと。

２．座学だけでなく体験的な活動を多く取り入れ、児童・生徒が
様々な本物を見たり触れたりすることができるようにする。
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サポート隊や地域協力者の協力を得
て、東三鷹学園や北野小らしい地域の
特色を生かした体験的活動の充実を図
る。

・各学年で、外部関係団体の協力を得
て、アントレプレナーシップ教育の授業
を行う。

・年間に1回以上、各学年でJAや大学な
どの地域の方々と連携した授業を行う。
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○指導という形での外遊びの奨励にとどまることなく、教員が児童と
ともに体を動かすことで、楽しみながら体力向上を図り、児童と教
員、児童同士の人間関係構築にもつなげている。

①給食室クラスルームの存在は大きいと思います。②なわとびのプ
ロを生でみることはまずないので、刺激を受けたことと思います。本
物に沢山触れさせてあげたいですね。③体力向上と人間関係構築
良いですね。休み時間も全力で走り回って下さりありがとうございま
す。④先生やお友だちと一緒に楽しく体を動かせることは良いと思
います。⑤休み時間になると先生と外遊びをしているという話をよく
聞きます。縄跳びの話もよく聞くので先生には感謝です。これからも
続けてもらいたい。⑥食が欧米化している中、和食の日があるのは
とても良いと取り組みだと思う。⑦児童が土に触れる事は良いので
農業活動は良い。⑧先生方も児童とともに体を動かしているのはす
ばらしい事ですね。児童も嬉しいのではないかと思います。⑨農園
が近くにあるのは北野の特色なので、十分に活かせたらよい。⑩食
べることは生きること、その為に農家さん達が日々努力しているこ
と、多くの学びがありますね。

北野小学区や東三鷹学園、三鷹市のこ
とをより知り、地域と積極的に関わる児童
を育てる。

・児童の地域行事参加や地域学習を１
年を通じて行い、地域との関わりを活性
化する。

・農園活動や地域行事を通して、食と健
康を意識できるようにする。
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体力向上を推進する。 ・校庭芝生を生かした運動の日常化、体
力テストの分析考察による効果的な体育
授業改善。

・休み時間の外遊びの推奨、体育朝会、
縄跳びチャレンジ、北野ランランランなど
の取組をより効果的に実施する。
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○全教職員が、児童の人権意識を高め、思いやりの気持ちがもてる
ように指導することができている。児童の発達の段階に応じ、集団生
活における他者との適切な関わり方について指導を継続していく。
○いじめの件数にとらわれるのではなく、未然防止と早期対応、早
期解決を図るための組織体制を強固なものとしていく。

①学級活動など集団生活の他の子との関わりが出来るよう学校でも
指導していただけるとよい。②いじめはぜひ未然防止して頂けると
親としてはありがたい。③いじめのアンケート調査は何回も行われて
いるようであるが、低学年には今一度質問内容の説明をしていただ
くとよいと思う。④いじめについては、タブレットを活用して誰にも知
られずに相談できるようになるといい。⑤いじめなどの早期発見・解
決などに期待する。あいさつなど良く出来ていると思う。⑥コミュニ
ケーションも大切な事と感じるので先生と児童と会話する時間、一緒
にいる時間も大切にしてもらいたい。⑦学校の取り組みを保護者と
地域も知る努力をしないとならない。⑧皆、人それぞれ違うこと、他
者を認めること、引き続きご指導をお願いしたい。

挨拶の日常的な励行と決まりやルール
を守ることの大切さの指導を徹底する。
デジタル・シティズンシップ教育を推進
する。

・あいさつの日常的な励行と決まりや
ルールを守ることの大切さの指導を徹底
する。

・あいさつ、言葉遣い、廊下歩行、靴箱
の整頓など日常的にめあてを決めて指
導する。
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○週ごとの指導目標を明確にし、児童の状況を踏まえた適時・適切
な指導を心掛けている。

・いじめの未然防止、早期発見、早期解
決をめざし、児童の規範意識および自
己有用感を高める。

・道徳や学級活動などにおいて、人権意
識を高め、思いやりの気持ちがもてるよう
に指導する。
・いじめ調査、Ｑ－Ｕ調査を実施し、結
果を分析して、各学級でよりよい人間関
係づくりを行う。
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１．人権と言葉を大切にした指導の
推進

２．デジタル・シティズンシップ教育
の推進

1－1．いじめアンケートや児童・生徒との会話、生活のスタン
ダード、日々の指導を通して、いじめを早期に発見・防止するこ
とができている。また、スクールカウンセラーや保健室の活用に
より、悩みや問題に適切に対応している。
1－2．あいさつ運動期間を中心に日々の活動を通して、大人か
ら積極的にあいさつを行うことで、児童・生徒の自覚の向上を促
している。
1－3．児童・生徒が時間を守る、忘れ物をしない、きまりを守る
などの生活習慣を身に付けている。また、相手に応じた言葉遣
いの意識を高くもっている。
２．熟議をきっかけに、代表委員会や生徒会から全校に呼び掛
け、デジタルシティズンシップの意識の向上を図ることができて
きた。

1－1．いじめの早期発見・対応に関して、保護者の肯定的評価
は昨年度より向上している。地域・家庭との連携をさらに強固の
ものとしし、指導の充実と取り組みの向上を進めていく。
1－2．あいさつに関して保護者の肯定的評価も向上している。
学校では、大人が積極的に挨拶することで、児童・生徒の意識
向上を図っている。家庭や地域でのあいさつにも拡げていかれ
るようにする。
1－3．学園スタンダード活用の意識がまだ低い。生活と学力の
相関性を高めるために、学園スタンダードをキャリアパスポートと
しての積極的な活用をしていく。
２．学習用タブレット端末をツールとしてより有効に活用できるよ
う、教員からだけでなく、児童・生徒からスキルや使用の仕方を
発信させる。
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１．体力の向上

２．地域貢献する力の育成
３．健康にかかわる食育の実践

１．（１）中学校から小学校への体育授業への乗り入れも順調に
行い、専門的な技能の習得とともに、運動に親しみ体力の向上
に繋げることができた。
(２)体力テストの結果から、学校の課題を集約し、健康教育委員
会が中心となり、学園の課題を把握した。さらに、課題改善に向
けての方策を検討し、実践に繋げていきたい。

２．地域行事への参加やボランティア(地域行事・小学校行事)活
動は昨年より増えたがまだ中止になるものもあった。行われた行
事には例年よりも多くの児童・生徒や保護者が参加した。多くの
人のために奉仕し感謝されること等で、自己有用感をもたせた
り、小学校では地域行事への参加を奨励し、地域の一員として
の意識をさらに高めていきたい。
３．農園活動や収穫体験などから自分たちの食べているものに

１．義務教育９年間を見通した一貫した体力向上の取組をさら
に充実させていく必要がある。運動の日常化や体力調査の分
析から各校の実践まで情報を共有し、より効果的な実践に繋げ
ていく。
　特に瞬発力や跳力、投げる力に課題があり、体育の授業や体
育的な活動において、課題改善のための継続的な取組を学園
として推進していく。また、相互乗り入れ授業を効果的に活用
し、教師の指導力を高めるとともに、教員間の情報共有をさらに
進める。
２．児童・生徒の地域の一員としての意識を高め、ボランティアを
通して自己有用感を高めることを、継続していくことが大切であ
る。地域行事への参加、ボランティアの参加をさらに奨励して、
地域の中で人間力・社会力を高めていく。
３．農園活動や農家での職場体験などを通し、食の安全や未来

○学習用タブレット端末の活用については、全教職員が日常的に
推進することができている。２学期から導入された単焦点型プロジェ
クターも活用し、授業の質的向上を図っている。
○地域未来塾で指導を受けられる児童数を増やすための人財確保
を進めていく。

①新しいプロジェクターが入り、うまく活用出来れば、授業の質の向
上につながると思う。教員同士での熟議は良いと思う。②学習用タ
ブレットの新しい内容もしっかり活用出来ているようで良いと思う。③
地域未来塾の実施もできているようで児童数が増えるとよい。④授
業中に使用するのはもちろんであるが、宿題でも活用してはどうか。
⑤タブレット端末・単焦点型プロジェクターとの活用を使い授業の向
上にしていただきたい。校内研究・学園研究での向上を期待する。
⑦みらい塾の人材確保方法、確かなのは口コミかもしれないが、何
か方法を考えないとむずかしくなってくると思う。CSで協力できるよう
考える機会も必要かもしれない。⑧未来塾で指導を受けられる児童
が増えるといい。それまでは、授業でサポート隊を入れるなどして、
遅れてしまう子が出ないよう対策をねる事も必要ではないかと感じ
る。⑨タブレットの運用で良くなったこと確認が必要なことがありそ
う。⑩勉強そのもののやり方が分からない児童もいるはず。

教員の授業力の向上を図る。 個別最適な学び、協働的な学びを実現
するために、手立てを明確にした授業改
善を推進する。

・ちら研や校内研究、学園研究等を含
め、目指す児童像を共有し、手立てを明
確にした授業実践をする。
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○自己申告における授業観察と関連付けるなどして、各教員が日
常的に授業を公開し、放課後等に互いに振り返りを行うことができて
いる。
○校内研究、学園研究においては、研究協議の質的向上を図り、
学年や教科を問わず、指導技術や個に応じた支援の在り方につい
て、より研究を深めていく。

個別最適な学び、協働的な学びの実現
を目指し、学習用タブレット端末を有効
に活用して学力の向上を図る。

・学習用タブレット端末の具体的な活用
を工夫し、共有する。
・みたか地域未来塾やジャンプアップを
有効活用し、補充学習を充実させる。 3 4 4 3
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１．基礎学力の向上

２．教員の指導力の向上

３．家庭学習の充実
４．みたか地域未来塾をはじめとし
た補充学習等

１－１　研究実践をとおして各教科の個に応じた指導を追究し、
分かる授業の日常化を図ってきた。
１－２　小・中共通のみたか地域未来塾を計画的に実施すること
ができ、児童・生徒及びその保護者のニーズが高まってきた。
１－３　子ども熟議、CS委員・教員代表との熟議をとおして、児
童・生徒が自主的自発的にルールを創り出していく機運が高
まった。
２　学園研究会の研究主題を具体的に実現できるように、各校
が担当する研究授業を計画的に実践し、小・中の教員が教科・
領域を超えて、児童・生徒がより分かる授業について協議し、理
解を深めることができた。
３　各学年・学級担任、教科担任から学習用タブレット端末によ
り定期的に課題を提示すると同時に、学年だよりや校支援保護
者連絡帳を活用して家庭への連絡を取り、家庭学習の習慣化

１－１　学園研究の主題に位置付け、個別最適な学びを具現化
するとともに、学園としてのコンテスト（JMコン）を充実させてい
く。
１－２　地域人財や学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの登録者を増やし、みたか地
域未来塾の拡充へのニーズに応え、児童・生徒の学力の向上
に向け支援を充実していく。
１－３　小学校の低・中学年の意識を高めていくことができるよ
う、児童・生徒での話し合いを継続化し、THEの取組として定着
化させていく。
２　国・都・市の学力調査等の分析を踏まえ、学園の児童・生徒
の実態に即してすべての児童・生徒がより分かる授業を日常的
に行っていく。
３　学園・学年として学習進度に応じた家庭学習の進め方ガイド
等の作成をとおして、児童・生徒が自主的自発的に家庭学習を
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児童一人ひとりに合った学びを実現す
る。

○乗り入れ授業は予定の７０％以上が実施できている。学校行事と
の関連や、校内体制により実施できない期間もあった。
○乗り入れ授業の質的向上を図る必要がある。鷹南学園の研究発
表も参考としながら、本学園としての乗り入れ授業の進め方を一層
改善していく。

①いつ終息するかわからない状況で小・小交流が行われた事は大
きいと思う。②小・小交流や小中交流は中学に進学した時、あって
良かったと思える行事である。今後とも多く実施して頂きたい。東三
鷹学園ならではの体験、たくさんさせてあげてほしい。③乗り入れ授
業の実施率が高く、小小の交流もしっかり出来たようで良いと思う。
④他学年では交流が実施されているとのことで評価できるし、今後
も続けてもらいたい。全学年で実施することも目指してほしい。子供
は交流できるのを楽しみにしるので…。⑤小・小交流ができるように
なったとのこと、よかった。中学入学後に影響が大きいのでお願いし
たい。⑥乗り入れ授業を行った事で、生徒・児童はどのように感じて
いるのは等の振り返りも必要と感じる。他学園を参考にしても良いと
思うが、まずは自分の学園の評価と課題を明確にした方がいいと思
う。

アフターコロナを見通して、持続可能で
今できる交流活動を見出し、推進する。

小・小、小・中の様々な交流活動を通し
て、人間関係を深める。

・持続可能で効果的な交流活動を目指
し、計画を見直しながら、東三鷹学園な
らではの交流活動にしていく。

1 2 3 3

○計画されている小・小交流は概ね予定どおりに実施することがで
きた。
○学園の地域性を生かし、農園活動や地域のフィールドワーク等に
おける交流について研究を進めていく。

小・中学校相互乗り入れ授業の充実を
図る。

・計画された乗り入れ授業の内容を精査
し、より効果的で充実した内容を目指
す。

3 1 3 3小
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１．東三鷹学園版カリキュラムに
沿った授業改善の推進
２．相互乗り入れ授業の充実
３．児童・生徒の交流活動の充実

１　中学校における人権尊重教育推進のための研究や小学校
における校内研究をはじめ、学園カリキュラムに基づいた授業
改善に向けた小・中教員による相互理解が深まり、具体的な提
案が増えてきている。
２　中学校の保健体育科教員の小学校授業への参加、小学校
教員による中学校授業のサポートともに計画的に実施すること
ができた。
３－１　新しい生活様式に基づいて、これまでの伝統を守りなが
ら、第六中学校を会場として実施する等の工夫をして、小・中の
教員がともに児童・生徒の成長を見守りながら、児童・生徒主体
の交流活動を実施することができた。
３－２　あいさつ運動の実施、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｼﾃｨｽﾞﾝｼｯﾌﾟ教育に係る
子ども熟議、CS委員・教員代表との熟議をとおして、児童・生徒
が自ら考え、判断し、学園生活を創り出していく取組を充実させ

１　学習指導要領に基づいた授業実践をとおして、学園カリキュ
ラムの改善を進めていく。
２　小・中ともに、授業における指導の内容や方法等の連絡方
法の改善など工夫していく。
３－１　学園の地域性を活かしながら、発達段階に応じて農作業
などを児童・生徒がともに体験する取組をとおして、交流活動を
充実させていく。く。また、中学生が地域の担い手として活躍で
きる場として、小学校の運動会へのボランティア参加などの機会
を増やしていく。
３－２　あいさつ運動、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｼﾃｨｽﾞﾝｼｯﾌﾟ教育に係る熟議等
の経験を活かし、学園として東三鷹学園スタンダード（キャリアパ
スポート）の取組やいじめ防止対策などについても、子ども熟議
や大人との熟議をとおして、児童・生徒の自主的自発的な活動
の機会を増やし、児童・生徒が自らのこととして取り組めるように
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小・中一貫校「東三鷹学園」の教育活動
の質的向上を目指す。

○学級担任及び専科教員の授業においては、全員が実施できてい
る。
○算数授業や校外学習でのサポート隊との連携が日常的、持続的
に行えている。
○下記の評価項目にもある農園活動における連携も図れている。

①コロナウイルスの蔓延で地域行事が中止になる状態で適正に実
施されている。②算数は最初が肝心なので、よいと思う。③校庭開
放以外にも教室開放がみらい塾などと連けいしていくのもよいので
は。④コロナ禍において取り組み自体が難しい中でよく対応してくだ
さっていると思う。⑤３学期にCS委員と先生との熟議も予定されてい
るので実りあるものになるよう努力したいと思う。⑥サポート隊との連
携が良くできている。⑦サポート隊、読み聞かせ等、できれば対面
でしっかり連携をお願いしたい。いまだに空振りのサポートもあるよう
なので、地域の協力者と管理職、サポート担当教員との顔合わせを
行って連携をお願いしたい。⑧サポート隊との連携が持続的に行え
ているのは嬉しい。活用していってほしい。⑨地域、CS行事に１回
は参加する事は難しいと考える。それでも民生、児童委員との交流
会を設けてくれた事に感謝。⑩放課後の在り方をオール北野で考
えることが必要だと思う。⑪放課後の子どもの居場所づくり、今後の

スクール・コミュニティの創造を図る。 CS委員会およびSC推進員、地区委員
会やPTAと連携を密にし、効果的な教育
活動を行う。
学校３部制実施を視野に入れ、放課後
地域こどもクラブや学童との連携を図る。

・CS行事、地域行事に教員全員が年１
回以上参加する。
・SC推進員や地域コーディネーターと協
働し、放課後の新しい子どもの居場所を
創造する。

2 3 2 2

○地域行事が行われていない、もしくは予定していた行事が中止と
なるなど、全教員が年度内に１回以上参加することは現時点では昨
年度並みの状況である。
○学校３部制の第２部として、校庭開放の拡充を視野に入れ、その
体制づくりを検討している。

地域・保護者と連携した教育活動を推進
する。
地域学習の充実や地域人財の有効活
用。

・サポート隊や関係諸団体と連携した取
り組みを積極的に行う。
・各学年で各学期に１回以上地域人材
を活用した活動を行う。 3 4 4 3
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１．東三鷹学園スタンダード（キャリ
アパスポート）の充実
２．ＣＳ委員会や学園のＰＲ活動の
推進
３．サポート隊の充実、地域人財の
活用
教育ボランティア
4.・スクール・コミュニティの創造に
係る

１　児童・生徒は意識して概ね活用できてきている。また、CS委
員会評価部において、アンケート結果を分析し、次年度からの
家庭での取組のさらなる充実に向けて東三鷹学園スタンダード
（キャリアパスポート）の改善を進めることができた。
２　CS委員会広報部において、地域の関係諸団体の協力を得
て、誌面を工夫する等して学園カレンダーを充実させることがで
きた。
３　各校でのサポート隊の活用が増え、徐々に児童・生徒の教
育活動を新型コロナウイルス感染症対策以前のように充実させ
ることができた。
４　新しい生活様式に基づいた運営や参加の仕方等を地域関
係諸団体とともに工夫することによって、従来から地域で伝統的
に培ってきた行事等に協力するとともに、新しい形態での運営
方法で実施することができた。

１　児童・生徒の学年進行に伴い、児童・生徒及びその保護者
の東三鷹学園スタンダード（キャリアパスポート）への取組が増
加傾向にあるので、引き続き、学校とCS委員会が協働して、学
園・学校だよりやCSだより等を活用し取組を紹介し児童・生徒及
びその保護者の理解を深めることができるようにしていく。
２　年間をとおして、CSだより、学園HPに学園スタンダード（キャ
リアパスポート）の特集を組む等して、PRに努める。
３　学校と学園サポート隊事務局との協力体制をより効果的に運
営していけるよう、手続きの仕方等を工夫し、地域人財や大学
生等の積極的活用を図っていく。
４　学校３部制の2部に当たる、小学校における校庭開放の拡
充、放課後子どもｸﾗﾌﾞや学童保育所との連携した取組、中学校
における部活動の地域人財等による新たな支援体制の構築を
具体的に協議し、推進していく。
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ＣＳ委員会と協働して地域の方々と共に
教育活動の充実を図り、スクール・コミュ
ニティの中心としての役割を担う。

今年度の重点目標
（単年度目標）

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策

第１回評価 第２回評価
自己評価（第２回） 学校関係者評価（第２回）取組

項目 今年度の重点目標 成果 課題と改善方策 取組
項目

学校の経営目標
（中期目標）

今年度明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること 来年度の重点課題を解決するための改善方策 今年度明らかになった課題 　※「第２回学校関係者評価」を経て記述 来年度の改善方策　　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

◯小・中のつながりを意識した、さらに充実した学園研究を実施していく。また、一人一台タブレットを学習の
ツールとして、有効に活用する研究を深めていく。
◯ＣＳ委員会と協働で、学園スタンダード（キャリアパスポート）の児童・生徒及び保護者の理解を深め、より
効果的に活用できるようにする。
◯感染症対策を確実に行い、児童・生徒の交流活動を可能な限り実施した。実施方法や実施時期を創意工
夫して次年度は完全復活＋αとしたい。
◯学園３校のサポート隊事務局の連携を強化し、サポート活動の充実を図る。
◯学園・ＣＳ委員会の活動の発信をさらに工夫し、充実したものにしていく。
〇熟議の方法（リモート等の利用）や、開催の日程調整を綿密に行い、①児童・生徒、②ＰＴＡ、③教職員の
３回は確実に実施する。

◯学園合同研究会は、テーマに沿って授業研究を中心に実施
するとともに、タブレットを活用した実践の交流を行う。また、学
園版カリキュラムの実証を行い、地域人財をさらに活用した授業
実践を行う。
○学園スタンダードについて、活用方法について教職員の共通
理解を図るとともに、保護者会や熟議を保護者の理解を深める
機会にする。
◯乗り入れ授業の在り方を見直し、より効果的な方法で実施す
る。交流活動はさらに充実した形で工夫し、実施する。
◯学園３校のサポート隊が協力し合い、活動の充実を図る。３校

１．個別最適な学びのために、学習用タブレット端末の更なる有効活用やサポート隊、みたか地域未来塾、ジャンプアップタイムなどを効果的に活用し
ていくこと。
２．学校３部制の創造のための人財の発掘とシステムの構築。
３．学園HPや学校HP、学校だより等の配信による保護者や地域の方々への学校からの積極的な発信。
４．「学園版カリキュラム」の積極的な活用と検証、修正。
５．働き方改革に向けて、より具体的で効果的な校務組織の改善と人財の有効活用。

１．子どもたちの安心・安全を守り、学校に関わる全ての方々のウェルビーイングを目指し、学校・保護者・地域などが協働的にかかわっ
ていくこと。
２．鷹教研や学園研究・校内研究を生かし、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けたさらなる授業改善。
３．保護者や地域の方々への積極的でよりきめ細かな情報発信の確立。
４．学園の６委員会を生かした学園運営、小・中および小・小、幼保小の持続可能な交流活動等の充実に向けた改善。
５．学園・学校評価および授業アンケートの結果を生かした適切な考察と改善。
６．学校３部制の第２部の実現に向けて、地域人財や関係協力機関との協働による放課後の子どもの居場所づくりの実現。
７．働き方改革に向けて、時間外在校時間週６０時間以内の実現のための会議等の精選。

様式7（市教委報告用）

令和４年度  東三鷹学園  三鷹市立北野小学校  　学園・学校評価報告書

このことについて、下記のとおり報告いたします。

記

学園評価　※学園内で統一記述 学校評価　※学校ごとに記述


